
親子で射的を楽しむ来場者

子どもたちの笑顔があふれた一日
　つながる～む夏祭り
　「つながる～む夏祭り」が 8 月 26 日、道の駅国見あつかし
の郷で行われ、多くの親子連れで賑わました。
　会場には、縁日コーナーや手作り小物の販売コーナーのほ
か、「アイスクリーム石鹸」や「ビーズアクセサリー」作りな
どを体験できるワークショップブースが並び、親子で一緒に
楽しむ来場者の姿が多く見られました。

小川局長（右）から感謝状を手渡される太田町長（左）

県北管内トップの個人県民税収納率
　12 回連続で国見町に知事感謝状
　平成 29 年度における個人県民税収納率が優良として、国見
町に知事感謝状が贈呈されました。贈呈式は 7 月 31 日、国見
町役場で行われ、小川武県県北地方振興局長から太田久雄町
長に感謝状が手渡されました。
　平成 29 年度の収納率は現年課税分と滞納繰越分を合わせて
99.02% で、知事感謝状の受賞は今回で 12 回連続となります。

くにみ農業ビジネス訓練所でトマトの収穫を楽しむ参加者

国見の “ 旬 ” を満喫
　夏のくにみ周遊ツアー
　道の駅国見あつかしの郷から巡る「夏のくにみ周遊ツアー」
が 8 月 3 日と 5 日に行われ、2 日間で 61 人が参加しました。
　ツアーでは、見頃を迎えた中尊寺蓮など町の名所をバスで巡っ
たほか、くにみ農業ビジネス訓練所でのトマト収穫や桃狩りを体
験。ツアー特別メニューとして用意した国見産夏野菜の『防塁カ
レー』や旬の桃を使った『桃バーガー』は、参加者に大好評でした。

太田町長（左②）に車いすを渡す高山副執行委員長（中央）

道の駅に車いすを寄贈
　第一生命労働組合福島支部
　第一生命労働組合福島支部は 8 月 8 日、地域貢献と障がい
者支援活動の一環として、道の駅国見あつかしの郷に車いす 1
台を寄贈しました。
　贈呈式は同駅で行われ、高山浩徳副執行委員長から太田久
雄町長に車いすが引き渡されました。太田町長は「まごころ
ある寄贈に感謝します。有効活用します」と謝辞を述べました。

3 年間の集大成となる演奏を披露する 3 年生部員

心をひとつに奏でるハーモニー
　県北中吹奏楽部定期演奏会
　県北中学校吹奏楽部による第 18 回定期演奏会が 8 月 11 日、
観月台文化センターで開かれました。
　3 年生部員にとって最後の活動となった今回の演奏会では、
部員 36 人が練習の成果を存分に発揮し、息のあった美しい演
奏で来場者を魅了しました。部員の努力と成長の結晶に、来
場者からは満場の拍手が送られました。

町産モモとフランス料理のコラボ
　道の駅で「世界の料理講座」開催
　世界の料理講座～国見町産桃を使用したフランス料理～が 7
月 28 日、道の駅国見あつかしの郷で開かれました。
　料理は、道の駅のレストラン桃花亭の料理人が腕をふるい、
全てに町産モモ「あかつき」を使ったフレンチのフルコース料
理が振る舞われました。会場では、ギタリストの井上仁一郎さ
んの演奏も披露され、参加者は優雅なひとときを過ごしました。モモとフレンチのコラボレーションを堪能

多彩な作品で多くの人を魅了
　いきいきサロン作品展

多くの人を魅了したいきいきサロン作品展

　いきいきサロン作品展が 7 月 30 日から 8 月 17 日まで、国
見郵便局で開かれ、町内各地区のいきいきサロンで製作された
多彩な作品が展示され、多くの人を魅了しました。
　展示スペースには、折り紙やぬり絵、一輪挿し、ペーパーク
ラフト、手芸作品など 150 点以上の作品が並び、訪れた人は
足を止め、繊細で美しい作品に見入っていました。

高畑さんの話に聞き入る来場者

“ 蓮を育て、見て、綺麗になって ”
　国見町中尊寺蓮育成会講演会
　国見町中尊寺蓮育成会講演会が 7 月 29 日、観月台文化セン
ターで開かれ、町内外から多くの人が来場しました。
　講演会は、奈良県の生蓮寺副住職で京都花蓮研究会理事の
高畑公紀さんを講師に、「あなたと国見町が綺麗になる蓮のお
話」と題して行われました。高畑さんは蓮の語源や特徴など
を紹介し、「蓮を五感で楽しんで」と来場者に語りかけました。

　日本赤十字社に多額の社資を寄せたとして、斎藤洋子さん
への日本赤十字社福島県支部長感謝状の伝達式が 8 月 9 日、
国見町役場で行われました。
　伝達式では、太田久雄国見町分区長が「今後も支援をお願
いします」と述べ、斎藤さんに感謝状を手渡しました。斎藤
さんは「お世話になってきた恩返しができれば」と語りました。

赤十字事業に貢献
　斎藤洋子さんへ感謝状

太田分区長（左）から感謝状を手渡される斎藤さん（右）

福大生が稲刈りに挑戦
　内谷集落活性化事業 ～しめ縄作り～
　域学連携事業の一環として、伝統工芸の「しめ縄」継承に
取り組む福島大学行政政策学類岩崎由美子ゼミの学生 20 人は
8 月 2 日、内谷地区でしめ縄専用稲の刈り取りを体験しました。
　学生らは慣れない作業に苦戦しながらも、地区のみなさん
の指導のもと、丁寧に稲を刈り取りました。収穫した稲は乾
燥させた後、正月に向けて学生が「しめ縄」作りに挑戦します。刈り取った稲を束ねる学生ら
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